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温度 50oC と 60oC の間でクリープ曲線に大きな変化が現われることを示し16),さらに山田ら
はブナ飽水材の曲げクリ-プ実験から温度の上昇とともにクリ-プ速度が変化すること,およ
び 30oC～50oC の温乾範囲で木材には転移らしきものが存在することを報告している3)4'o湿







































































































Table2および Fig.3ほクリ-プコンプライアンスJ(i) と時間 才の関係である｡ Fig･
4は Fig.3の J(i)-logt曲線の勾配より式 (4)によって求めた遅延スペクトル L (A)で
あり,Table3は logJ(f)-logf曲線の勾配の値を示している｡
3.2 考 察
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次広温度依存性 につ い て考 察 す る｡
YoUNGS はク1)-プに与える温度の影 響




















(1) 温度 30oCまでは湿度の効果はあまり現われず, 40oC以上 になるとかなり含水率効果
が著しくなり,一般に含水率の増加とともにクリ-プ速度は増大し,ク1)-プコンプライアン
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スの値は増加する｡
(2)遅延スペクトルは､103 と 104秒 との問にピ-クをもち,一般に含水率の増加とともに若
干ピークの位置が短時間側に移動し,40oC以上では含水率の増加とともに ピ-クは大きくか
つ平になる｡










(2) Thepeakofretardation spectrum L ())appearesin therangeoftime





scalebetweenlO3 and 104sec･ Athigherrelativehumidityabove about85%
R.H.thereexistssomethinglikeatransitionatabout45oC.
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